
1989年出上の木簡

秋
田
・秋
田
城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
秋
田
市
寺
内

２
　
調
査
期
間
　
　
第
五
四
次
調
査
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
四
月
？

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
秋
田
市
教
育
委
員
会
秋
田
城
跡
調
査
事
務
所

４
　
調
査
担
当
者
　
小
松
正
夫

。
日
野
　
久

。
松
下
秀
博

。
西
谷
　
隆

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
柵
官
行
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
を
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

秋
田
城
跡
は
秋
田
市
の
中
央
部
西
端
、
日
本
海
に
面
し
た
標
高
約
四
〇
ｍ
の

高
清
水
丘
陵
上
に
あ
る
国
指
定
の
史
跡
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
の
結
果
を

ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
な
こ

と
が
判
明
し
て
い
る
。

①
　
東
西
五
五
〇

ｍ
、
南
北

五
五
〇

ｍ
の
不
整
多
角
形
の
外

郭
と
東
西
九
四
ｍ
、
南
北
七
七

ｍ
の
長
方
形
の
政
庁
域
の
二
重

田

の
囲
続
施
設
が
あ
る
。

欲
　
②
　
外
郭
は
瓦
葺
き
の
築
地

上
塀
が
二
時
期
、
布
掘
り
溝
を

伴
う
材
木
塀
が
二
時
期
の
計
四
時
期
の
変
遷
が
あ
り
、
政
庁
域
も
築
地
上
塀
が

二
時
期
、
掘
立
柱
塀
が
三
時
期
、
布
掘
り
溝
を
伴
う
材
木
塀
の
時
期
と
区
画
施

設
に
変
遷
が
あ
る
。

①
　
政
庁
正
殿
は
六
期
の
変
遷
が
あ
る
が
、
桁
行
五
間
、
梁
間
二
間
、
南
面

廂
を
基
本
と
し
、
最
後
の
時
期
を
除
き
、
い
ず
れ
も
掘
立
柱
の
構
造
で
あ
る
。

四
期
日
の
正
殿
は
白
壁
で
大
火
災
に
よ
り
焼
失
し
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

⑭
　
東
外
郭
外
の
鵜
ノ
木
地
区
に
は
政
庁
正
殿
に
も
匹
敵
す
る
大
規
模
な
建

物
群
が
あ
り
、
井
戸
か
ら
は
天
平
六
年

。
天
平
勝
宝
四
年

。
同
五
年
の
紀
年
の

あ
る
木
簡
が
出
土
し
、
天
平
五
年

（七
≡
こ

の

『
続
日
本
紀
』
に
み
え
る
出
羽

柵
の
秋
田
村
高
清
水
岡
へ
の
移
遷
を
裏
付
け
た
。

第
五
四
次
調
査
は
こ
の
よ
う
な
調
査
結
果
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ

っ

た
外
郭
東
門
を
検
出
す
る
こ
と
を
目
的
に
外
郭
推
定
線
と
政
庁
東
門
の
軸
線
の

東
延
長
線
が
交
差
す
る
地
点
を
対
象
に
実
施
し
た
。
検
出
し
た
遺
構
は
桁
行
三

間
、　
梁
間
二
間
の
掘
立
柱
式
の
外
郭
東
門
、　
築
地
上
塀

（二
時
期
）、　
材
木
塀

０
一時
期
）、　
掘
立
柱
建
物

０
一棟
）、　
竪
穴
住
居

（一一二
棟
）、　
溝
状
遺
構
、
湿

地
な
ど
で
あ
る
。
出
土
遺
物
と
し
て
は
、
多
量
の
瓦
、
須
恵
器
、
土
師
器
の
他

に
、
六
〇
点
以
上
の
墨
書
土
器
、
四
点
の
漆
紙
文
書
、
二
〇
〇
点
以
上
の
木
簡
、

木
製
品
（斎
串
、
刺
串
、
絵
馬
、
舟
形
、
琴
柱
、
曲
物
、
挽
物
皿
、
椀
、
漆
塗
り
大
皿
う

篭
状
の
編
物
、
檜
扇
、
下
駄
、
横
槌
、
鋤
、
鍬
）
な
ど
が
あ
る
。
木
衝
、
木
製
品
は

外
郭
東
門
の
南
、
湿
地
Ｓ
Ｇ
一
〇
三

一
の
ス
ク
モ
層
か
ら
ま
と
ま
っ
て
出
上
し

た
。
ス
ク
モ
層
は
外
郭
築
地
上
塀
Ⅱ
期
の
存
続
期
間
内
に
堆
積
し
、
親
殻
や
加



工
材
の
削
居
が
多
量
に
混
入
し
て
お
り
、
人
為
的
に
廃
棄
き
れ
た
植
物
質
の
も

の
が
ス
ク
モ
化
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
た
。
湿
地
は
外
郭
Ｉ
期
の
築
地
土
塀
構

築
に
伴
う
土
取
り
穴
に
雨
水
と
土
砂
が
溜
り
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、

ｏ∝一ゃ一中

⌒ ―
― ―

;‐

○

」
｀
電》

木筒出土

外
郭
Ⅲ
期
材
木
塀
構
築
時
と
Ⅳ
期
以
降
の
あ
る
時
期
に
整
地
が
な
さ
れ
て
い

玄
や

。

出
上
し
た
墨
書
土
器
に
は

「門
」
「□
門
」
「庁
」
「客
厨
」
「厨
」
「火
」
「鎮
」

「鎮
兵
□
」
「権
目
」
「佐
」
「官
」
「政
」
「
田
川
」
「河
郡
」
「秋
」
と
判
読
で
き

る
も
の
が
あ
る
。

漆
紙
文
書
は
四
点
出
上
し
て
い
る
が
解
読
の
終

っ
た
二
点
に
つ
い
て
紹
介
し

た
い
。

漆
紙
文
書
ω

（釈
文
）

口

　

×

口
　
脱陛
Ｘ

口
伍
小
子

口
　
弐

年
十
七

日
　
士τ
年
十
六

五
行

一
七
文
字
が
読
み
と
れ
る
。
楷
書
体
で
数
字
が
大
学
で
あ
り
、
口
数
を

列
記
し
た
統
計
的
文
書
と
判
断
さ
れ
る
。
小
子
の
内
訳

「年
十
七
」
「年
十
六
」

の
記
載
は
延
喜
主
計
式
に
み
え
る
大
帳
式
と
類
似
し
、
小
子
の
計

「伍
」
に
対

し
て
、
そ
の
内
訳

「弐
」
と

「壱
」
で
は
合
わ
な
い
が
、
「壱
」
の
右
肩
に
校
合
と

考
え
ら
れ
る
墨
点
が
二
つ
存
在
し
て
お
り
、
国
府
作
成
の
大
帳
の
案
文
と
考
え

ら
れ
る
。
文
書
の
年
代
は
小
子
が
天
平
宝
字
元
年
四
月
、
従
前
の
一
六
歳
か
ら

一
七
歳
に
延
長
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
降
の
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

第54次調査検出遺構図
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漆
紙
文
書
②

（釈
文
）

（表
）

〔謹
啓
こ

□
回

勘
収
釜
壱
口
在
南
大
室
者

〔右
外
己

〔上
ヵ
〕

五
月
六
日
卵
時
自
蛾
形
駅
家
申
□

８
　
木
簡
の
釈
文
。
内
容

ω

　

「
＜
春
米
鳴
守
」

②

　

「
＜
春
米
長
万
呂
」

③

　

「
ｏ
三
月
四
日
八
升
×

④
　
・
＜
延
暦
十
年
四
月
十

一

・
＜
同
日

――
日
］

ド
］
Φ
×

］
ド
×

卜
　

〇
∞
∞

μ
伽
μ
×

］
μ
×

卜

　

〇
∞
∞

（
岸
］
ミ
）
×

へ
Ｐ
⇔
）
×

氏
一
　

〇
∞
ド

日
畦   咀

（μヽ
い）
×
］『
×
ω
　
Ｏ
∞〕

□
口
若
有
忘
怠
未
収
者
乞
可

Ａ
国
ヵ
〕

令
早
勘
収
随
恩
得
便
付
□
□

〔徳
３
口
縁
謹
啓

竹
田
継
回

（裏
）

封

介
御
館
　
務
所
　
竹
継
状

書
状
が
ほ
ぼ
全
紙
、
帯
封
の
状
況
が
復
元
で
き
る
完
全
な
形
態
で
出
上
し
た
。

直
径
が
約
二
六
∽
の
円
形
で

「
フ
タ
」
紙
の
形
状
を
良
く
残
し
て
い
る
。
四
つ

折
り
の
状
態
で
木
簡
出
上
の
ス
ク
モ
層
下
約
四
Ｏ
ｃｍ
の
砂
層
か
ら
出
土
し
た
。

竹
田
継
国
が
鮒
形
駅
家
か
ら
秋
田
城
に
あ
る
介
の
館
の
務
所
宛
に
出
し
た
書
状

と
考
え
ら
れ
る
。
年
代
的
に
は
出
土
層
位
か
ら
八
世
紀
後
半
頃
と
判
断
さ
れ
る
。

鮒
形
駅
家
は
延
喜
兵
部
省
式
諸
国
駅
伝
馬
条
に

「館
方
」
と
み
え
て
お
り
、
現

在
の
秋
田
県
南
部
沿
岸
の
象
潟
に
あ
た
る
。

湿
地
Ｓ
Ｇ
一
〇
三

一
の
ス
ク
モ
層
か
ら
は
こ
の
他
に
も
二
〇
〇
点
を
こ
す
木

簡
が
出
土
し
て
い
る
が
、
日
下
、
整
理

。
解
読
の
途
上
に
あ
り
、
こ
こ
で
は
比

較
的
墨
痕
の
明
瞭
な
四
点
に
限

っ
て
紹
介
す
る
。

①
、
②
は
付
札
と
考
え
ら
れ
る
が
人
名
の
み
で
他
の
記
載
が
な
い
。
他
に
、

同
様
な
例
で

「酒
見
公
□
□
」
と
見
え
る
も
の
が
あ
る
。
③
は
食
料
の
授
受
に

関
わ
る
文
書
木
簡
と
思
わ
れ
る
。
下
端
、
右
側
面
を
欠
損
し
て
お
り
、
上
端
に

は
径
約
三
硼
の
穿
孔
が
あ
る
。
①
は
延
暦

一
〇
年

（七
九
こ

の
年
紀
が
あ
り
、

切
り
込
み
上
部
が
欠
損
し
て
い
る
。
裏
面
に
も
墨
痕
が
あ
る
も
の
の
判
読
不
能

で
あ
る
。

こ
の
他
に
も
表
裏
に
一
〇
名
程
の
歴
名
の
あ
る
も
の
、
「上
野
国
」
の
国
名

の
み
え
る
も
の
、
「食
米
」
「殿
門
酒
」
「食
料
」
「主
根
」
な
ど
食
料
、
酒
な
ど

の
授
受
に
関
わ
る
も
の
、
習
書
な
ど
多
様
な
内
容
の
木
筒
が
あ
る
が
、
今
後
報
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告
の
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
年
紀
の
あ
る
も
の
と
し
て
は
他
に

「延
暦
十
三

年
」
（七
九
四
）
の
木
簡
が
あ
る
。

木
簡
、
漆
紙
文
書
の
解
読
に
関
し
て
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
平
川
南
氏
の

御
教
示
に
よ

っ
た
。

９
　
関
係
文
献

秋
田
市
教
育
委
員
会

『
平
成
元
年
度

秋
田
城
跡
発
掘
調
査
概
報
』
全

九
八

九
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（日
野
　
久
）

木

簡

研

究

第
者

巻
頭
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
稔

一
九
八
六
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
官
。
京
跡
　
興
福
寺
旧
境
内
　
藤
原
京
跡
　
和
田
廃
寺

橘
寺
　
曲
川
遺
跡
　
長
岡
京
跡
⑪
　
長
岡
京
跡
②
　
長
岡
京
跡
０
　
長

岡
京
跡
④
　
平
安
京
右
京
三
条
二
坊
八
町
　
平
安
京
右
京
五
条

一
坊
三

町
　
平
安
京
右
京
三
条
二
坊
八
町
　
平
安
京
右
京
五
条

一
坊
六
町
　
平

安
京
右
京
八
条
二
坊
二
町
　
平
安
京
右
京
八
条
二
坊
十
二
町
　
伏
見
城

跡
　
大
坂
城
跡
　
安
堂
遺
跡
　
津
田
ト
ッ
パ
ナ
遺
跡
　
萱
振
Ａ
遺
跡

弥
布
ヶ
森
遺
跡
　
但
馬
国
府
推
定
地
　
初
田
館
跡
　
福
田
片
岡
遺
跡

清
洲
城
下
町
遺
跡
①
　
清
洲
城
下
町
遺
跡
②
　
居
倉
遺
跡
　
土
橋
遺
跡

駿
府
城
三
の
九
跡
　
東
京
大
学
構
内
遺
跡
　
浜
野
川
遺
跡
　
神
照
寺
坊

遺
跡
　
浄
琳
寺
遺
跡
　
光
相
寺
遺
跡
　
吉
地
薬
師
堂
遺
跡
　
胆
沢
城
跡

根
城
跡
　
生
石
２
遺
跡
　
新
青
渡
遺
跡
　
払
田
柵
跡
　
田
名
遺
跡
　
曽

万
布
遺
跡
　
辻
遺
跡
　
富
田
川
河
床
遺
跡
　
草
戸
千
軒
町
遺
跡
　
周
防

国
府
跡

中
島
田
遺
跡

大
宰
府
跡

井
相
田
Ｃ
遺
跡

吉
野
ケ
里
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（九
）

平
城
官
跡

（第
三
二
次
補
足
調
査
）

国
語
の
表
記
史
と
森
ノ
内
遺
跡
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲

岡

耕

一
一

敦
峰
凌
胡
聡
址
出
土
冊
書
の
復
原
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

庭

　
脩

漆
紙
文
書
集
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
宗
諄

・
橋
本
義
則

正
倉
院
木
簡
の
用
途
―
―
原
秀
三
郎
氏
の
所
説
に
接
し
て
―
―

東

野

治

之

岸
俊
男
会
長
の
思
い
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平

野

邦

雄

彙
報

頒
価
　
一二
八
〇
〇
円
　
一Ｔ
四
〇
〇
円

僻)表


